
２００８年４月度の相談状況について 
 

―１１１件の相談内容 劣悪! 求められる人事管理の公正さー 

 

１．労働相談の概況 
 
１）相談者数・件数について 

 
４月の相談者数は１１１人と３月（１０１人）から連続して１００人を超えました。 
相談者一人あたりの平均相談項目は１．８３件となっています。 
相談者数は、前年同月（６６人）の１６８．１％、相談項目数は１８５件で前年同月 

（１０７件）の１７２．８％と、ともに大幅に増加しています 
  

２）男女別、雇用形態別相談者数について 
 
相談者の男女別では、男性５８人（５２．２％）、女性５３人（４７．８％）とほぼ同

数で、０７年１月から男性の相談者が増加傾向となってきています。 
雇用形態別では、社員４５人、社員以外が５９人、不明・その他が７人となっていま

す。 
今月も、先月（３月）同様、パート労働者、臨時、契約社員からの相談が多く、構成

比でみるとパートが２８．８％（男性０．９％，女性２７．９％）、臨時９％（男性７．

２％、女性１．８％）契約社員８．１％（男性４．５％、女性３．６％）となっており、

この三つの相談者数で全体の４５．９％となっています。 
 
３）業種別相談数 

 
業種別相談数は、多業種に分散していますが、主に「卸・小売業・飲食店１７件」（１

５．３％）「医療・福祉・医薬品業（１６件）」（１４．４％）「その他サービス業（１６

件）」（１４．４％）「製造業（１１件）」（９．９％）など、製造業とサービス・流通関

連の３業種が多めとなっており、全体の５４．０％を占めています。 
  ４月で特徴的なのは、前月まで目立たなかった製造業の相談数が若干増加したことで

す。 
 

４）相談項目（内容）について 
 
項目別相談数で１０件以上の項目は、「就業規則・雇用契約」（３８件）、「解雇・雇い

止め・退職」（３３件）、「経営問題・労務管理」（１１件）、「差別・嫌がらせ・セクハラ」

（１１件）「残業手当 未払い」（１０件）となっており、０８年度１月からの傾向が持

続しています。 
前年度同期と比較すると、前年度同期の上位は、「就業規則・雇用契約」（２０件）「解

雇・雇い止め・退職」（１４件）「経営問題・労務管理」（１３件）「月例賃金未払い・遅

配」（８件）となっており、この中で「就業規則・雇用契約」と「解雇・雇い止め・退

職」「経営問題・労務管理」の３項目が０７年４月と０８年４月で同順位となっていま

す。このことから、特定相談項目の長期的な上位固定化は、職場・労働環境のなかで、

これらの問題点が、この一年間改善されてこなかったことを物語っています。 
尚、上位４項目の構成比は４９．７％となっています。 

「解雇・雇い止め・退職」「就業規則・雇用契約」「経営問題・労務管理」は相互の関連

性が強く、また、当事者の生活に直接影響する切実な問題であり、他の項目に比べ差し



迫っての必要性から、必然的に相談件数が多くなると思われます。 
 
５）違法率について 
    

今月の１８５件の相談項目中、違法件数は８３件、違法率は４４．８％で、前年同月

の４４．９％とほぼ同率となっています。また、前月比では、３月の４１．６％から約

３ポイント増えています。 
上位項目は「解雇・雇い止め・退職」（１６件）「就業規則・雇用契約」（１６件）「残

業手当 未払い」（１０件）「経営問題・労務管理」」（８件）となっており、総違法件数

８３件に対して占める割合は、それぞれ１９．２％、１９．２％、１２．０％、９．６％

で、合わせて６０．０％となっています。 
２．４月の雇用情勢 
 

今月の相談者数は、前月比では１０１件から１１１件と１１件の増加となりました。

前年同期（６６人）との比較では約２倍に倍増しています。一方、雇用形態、業種、相

談項目は特定領域に固定化される傾向が０７年度同期前後から持続しています。 
特に前年同期比での相談者数の倍増は、北海道の、とりわけ中小企業における経営状

況の厳しさの進行と、それに相即して労働者へのしわ寄せが益々強まっていることの現

れといえます。このことは、相談者の雇用形態や業種、相談項目が固定化していること

から見て、これらに関連する問題点の改善が一向に行われず、１年間の時間のなかで、

逆に量的増大が徐々に進んできた結果と思われます。 
３月・４月は年度替わりであることから「契約更新」「労働条件の変更」等がトラブル

の要因となる可能性が高いことを差し引いて考えても、４月の相談者数の高い数字は気

になるところです。また、新設労働契約法の施行による問題発生も要因として考えられ

るのかもしれません。いずれにしても、働く者のおかれた状況が、日々益々厳しく苦し

いものとなってきており、絶望的な方向に進もうとしています。 
  ここには、景気動向の多少の上向きな変化や経済・労働政策の部分的な手直しでは解

決など望むことのできない、大きな問題が孕まれているような気がします。 

 

 

〖項目別参考資料〗 
 
１． 労働相談の概況                                

 
１）相談者数・件数について 

２００８年４月 相談者数（雇用形態・男女別、業種別）、処理内容 
２００８年４月 労働相談（男女雇用形態別・相談内容別） 

   
２）男女別、雇用形態別相談者数について 

２００８年４月 雇用形態別 相談者数 月別集計 
２００８年４月 労働相談（男女雇用形態別・相談内容別） 
２００８年４月 相談者数（雇用形態・男女別 業種別）、処理内容 

 
３）業種別相談数 

２００８年４月 業種別 相談者数 月別集計 
２００８年４月 労働相談（業種別・相談内容別） 

   
４）相談項目（内容）について 

２００８年４月 主相談項目別 相談者数 月別集計 
２００８年４月 主相談項目別 相談者数構成比 月別集計 
２００８年１月 主相談項目別 相談者数 月別集計 



５）違法率について 
２００８年４月 月別相談内容別違法件数 件数 
２００８年４月 月別相談内容別違法率 集計 

 
２． ４月の雇用情勢 

２００８年４月 主相談項目 相談者数 月別集計 
２００８年４月 相談者数（雇用形態・男女別、業種別）、処理内容 
２００８年４月 労働相談（男女雇用形態別・相談内容別） 
２００８年４月 労働相談（業種別・相談内容別） 
























